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図 47　片町沿線のおもな軍関係施設と軍需指定工場の分布．

図 51　祝園弾薬庫平面図．弾薬庫構内への専用線が確認できる．『大阪陸軍
兵器補給廠歴史（昭和 16 年度）』より．防衛省防衛研究所蔵．
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図 52　完成当時の盾津飛行場．写真中央が格納庫，
その上が新庄の集落．昭和９年．吉田竹治氏撮影．

図53　盾津飛行場で訓練を受けた国粋義勇飛行隊．昭和10年ごろ．
吉田竹治氏撮影．

図 55　盾津飛行場での航空演習を終え
帰路に着く訓練生を鴻池新田駅で見送る
国防婦人．昭和 13 年．吉田義仁氏蔵．

図 54　あるパイロットのスナップ．
盾津飛行場にて．昭和 10 年ごろ．
吉田義仁氏蔵．
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図 56　大正 13 年ごろの田中車輛京橋工場．奥には片町線を
走る蒸気機関車が，左奥に城東線 ( 環状線 ) の築堤がみえる．
手前の川は鯰江川．戦時下は造船を強いられたが，密かに人
間魚雷の開発を行っていたといわれる．田中車輛は戦後，近
鉄が買収し，近畿車輛となった．近畿車輛株式会社蔵．

図 57　昭和 20 年代の近畿車輛徳庵
工場 ( 中央三角屋根の建物群 )．戦時
下の田中車輌徳庵工場でも列車を製造
していたが，軍用列車の製造が優先さ
れたようだ．京橋工場と同様，多くの
学徒が動員された．手前の線路は片町
線．近畿車輛株式会社蔵．

図 58　昭和 14 年 3 月 1 日の大爆発直
後の禁野火薬庫専用線プラットホーム付
近．延焼したトラックと貨車 ( 奥側 ) が
みえる．15 号未填薬弾丸庫の爆発に端
を発し，構内は次々と爆発，延焼した．
枚方市中央図書館市史資料室蔵．

兵場の代替として、同飛行場西側に大阪練
兵場が開設され、併せて飛行機やグライダー
のパイロット養成に使用されたが、実戦機
の離着陸はあまりなかったようだ。

いっぽう、昭和 18(1943) 年の軍需会社
法により、片町沿線にあった田中車輛、松下、
鐘ヶ淵紡績などの既存工場が次々と軍需指
定工場となり ( 図 47)、軍事物資の優先的
な生産を強いられた。松下に至っては海軍
省の強い要請で畑違いの飛行機開発を行う
ため、松下飛行機の専用工場を住道 ( 現・
三洋電機大東事業所付近 ) と鴻池新田（現・
鴻池サティ付近）に新たに設け、終戦まで
に７機の木製飛行機を開発・製造した。

鴻池合資会社蔵「新田関係要書類」によ
ると、海軍省はこの時に飛行機開発と併行
し、片町線鴻池新田 - 住道間の南側に新た
な滑走路（海軍省直轄飛行場）を建設する
ために強引に用地買収を進めていたようだ。
しかし、一部の用地を買収しただけで終戦
となり、計画は立ち消えになった。すぐそ
ばに盾津飛行場があったにもかかわらず新
たな飛行場を建設しようとしたことは、当
時の海軍と陸軍の不仲を物語るものである。
戦後、これら一部買収された土地は大阪府
に払い下げられ、現在は公営住宅（府営東
大阪鴻池住宅、同大東朋来住宅）あるいは
分譲住宅（白鴻苑住宅）となっている。
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コラム②　禁野火薬庫
禁野火薬庫は、日清戦争終結後の明治 30（1897）年、

淀川中流域、枚方台地西端（現・枚方市禁野本町）に陸軍
の弾薬貯蔵施設として開設した。禁野の地を選んだ理由は
定かではないが、淀川上流の宇治火薬庫、下流にある上級
機関の砲兵第二方面本署と繋がることで、物資の運搬が容
易となった。

創設以降も施設を拡充したが、明治 42（1909）年火
薬庫の爆発により、人的被害はほとんど無かったものの、
一部の土塁を除き大半が被災した。近年実施した発掘調査
は、明治末年に復興した火工場・乾燥火薬庫の規模・構造
の一部を明らかにした。第一次大戦開戦後まもなく火薬庫
正門前から京阪国道までの道路を拡幅整備し、淀川まで車
両による運搬が可能になった。

昭和５（1930）年に枚方大橋が開通した頃から、禁野
火薬庫の土塁への植樹、ならびに施設の改築・新築をはじ
める。特に昭和８（1933）年に５万坪余の土地を買収し
たのちは、昭和 13（1938）年にかけて大々的な施設拡
充を図り、100 棟近い建物が建ち並ぶこととなった。こ

の間弾薬輸送は、枚方大橋を渡ることで省線高槻駅から鉄
道を利用することが可能となり、昭和 11（1936）年に
は省線津田駅から火薬庫までの側線が完成、直接鉄道によ
る大量の搬出入が実現した。

ところが昭和 14（1939）年３月１日午後、信管取り
外し作業中に爆発事故が発生、３日に沈静化するまでの間
に近隣の中宮・禁野集落は全壊、被害は少なくとも半径２
㎞に及び、死者 94 名、負傷者 602 名という大惨事が起こっ
た。発掘調査では爆発によって降り注いだ無数の弾丸片、
整地作業時に埋められた壊れた弾薬や信管の出土、爆発に
よる石組溝の間

け ん ち い し
知石のずれを確認するなど、爆発の一端を

見せつけた。
弾薬補給に支障を来すことを恐れた陸軍は、弾薬の調

製・保管機能を京都府相楽郡祝園へ移転させ、禁野火薬庫
を急いで復旧し、弾丸・薬莢の保管倉庫として存続させた。
その際新築された倉庫の基礎は、不完全な型枠保持のため
歪みの激しいものだった。

（駒井正明）

図 59 ４号火工場東側の爆発に
伴う石組溝のズレ．

図 60 2 号乾燥火薬庫へ通じる
軽便軌道．

図 61 第３０号倉庫西壁の基礎．

図 63 １号乾燥火薬庫入口の煉瓦構造物．

※図 59-63 の写真は (財) 大阪府文化財センター提供図 62 １号乾燥火薬庫．
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明治 33(1900) 年に関西鉄道の名阪ルートが
四条畷経由から奈良経由に変更された後、一転
して、片町線（当時は網島線・桜宮線とも）は
区間運転の列車が行き交うだけのローカル線と
化する。この片町線をどう活用するのか。各立
場での思惑が絡む中で、片町線の延長線が計画
されたり、あるいは北河内・中河内で新しい鉄
道を敷設するための免許を取得すべく様々な取
り組みがなされている ( 表 1)。

(1) 片町線改良計画
北河内地域のローカル線に過ぎなかった片町

線のルート変更が何度か検討されている。
関西鉄道は明治 40(1907) 年に玉造 - 放出間、

長尾 - 新田間の免許を取得している ( 図 64)。片
町線と奈良線を連絡することで、大阪と京都を
結ぶ新たなルートを構築しようとした。近在で
は京阪電気鉄道の計画が進む中でどこまで勝算
があったのか不明であるが、同年に関西鉄道が
国有化されたことで計画は事実上凍結されてい

実現しなかった鉄道計画
というこれまでの鉄道政策では考えられないア
イデアであるが、京阪は当時の鉄道省より認可
を受けているし、信貴電は片町線と連絡するた
め交野 - 星田間の免許を得ている。しかし、昭
和恐慌下で計画は凍結され、昭和 7(1932) 年の
片町 - 四条畷電化で代替された。

戦後、昭和 37(1952) 年に国鉄新線のマスター
プランとなる鉄道敷設法別表に「京都府広野ヨ
リ大阪府長尾ニ至ル鉄道」すなわち片奈連絡線
が取り上げられたり、また第二東海道線として
山科 - 桃山 - 長尾 - 鳥飼 - 吹田操車場間に新線を
敷設して、長尾に巨大操車場を設置する構想も
あったがいずれも実現しなかった。

昭和 33(1958) 年の都市交通審議会において、
片町線の延伸構想として片町 - 天満橋間の新線
計画が浮上している。大阪市主導で地下鉄線の
建設が検討され、昭和 56(1981) 年に京橋 - 尼
崎間の国鉄片福連絡線として着工された。ＪＲ
東西線として開業するのは平成 9(1997) 年であ
り、片町線開業から 102 年後のことである。
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図 64　明治期における片町線界隈の免許線．森口原図作成．

る。この時期、関西鉄道は梅田や
天満橋、松屋町へ延長する計画を
検討しているが実現しなかった。
なお、放出 - 玉造間では用地があ
る程度確保されており、大正時代
にも敷設が検討された形跡があ
る。その土地の一部は国鉄解体後
に清算事業団へ引き継がれ、地下
鉄今里筋線建設の際に緑橋駅の新
設出口の用地に転用された。

昭 和 2(1927) 年に は、 京 阪 電
鉄が片町線乗り入れ計画を打ち出
す。京阪が電化工事費を負担し、
かつ軌間を 1067 ｍｍ（省線）と
1435 ｍｍ（京阪線）のダブルゲー
ジとした上で、京阪電車と信貴生
駒電鉄（現・京阪交野線）が片町
線に乗り入れるというものだ ( 図
65)。民間が国の鉄道に関与する
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(2) 片町線と関西線との間を結ぶ鉄道計画
明治 25(1892) 年に大阪鉄道が湊町 - 八尾 -

奈良間 ( 現・関西本線 ) を、明治 28(1895) 年
に浪速鉄道が片町 - 四条畷間を完成させると、
その間の中河内郡域を結ぶ鉄道計画の検討が始
まった。

最初に具体化させたのは河内鉄道というグ
ループで、明治 30(1897) 年に住道 - 瓢箪山 -
八尾 - 柏原間の鉄道敷設免許の仮免許を下付さ
れていた ( 図 64)。発起人名簿を見ると、日根
市村や東六郷村、小阪村、南郷村など中河内郡
域の住民の名前が連なっている。沿線の河内木
綿や農産物の輸送、石切神社の参拝客輸送など
をその目的と掲げていた。団艇吉が社長となり、
東六郷村の中敬男らが取締役に就いた。しかし、
日清戦争後の不況下で資金を集めることができ
ず、明治 34(1901) 年頃に仮免許は失効した。

大正になって大阪の周縁部での産業発展が著
しくなると、東高野街道沿いの鉄道計画が再燃
する。大正 11(1922) 年に柏原 - 寝屋川間の免
許を取得したのは大阪鉄道（現・近鉄南大阪線
の前身）で、開業区間である柏原 - 古市 - 河内

長野間 ( 近鉄道明寺線など ) の路線を北進させ
る構想であった ( 図 65)。これも実現せず昭和
10(1935) 年に免許を失っている。

戦後は、28 ページの大阪外環状線 ( おおさか
東線 ) 構想が話題の中心となったが、なかなか
工事着手に至らなかった。また、大阪モノレー
ルが門真から鴻池新田・荒本付近を通って久宝
寺・堺方面へ延長することが期待されているが、
平成 16(2004) 年の近畿地方交通審議会の答申
では門真 - 荒本 - 瓜生堂間の計画が示されたに
留まっている。

( ３) 片町線と並行する鉄道計画
明 治 43(1910) 年 に 京 阪 電 気 鉄 道、 大 正

3(1914) 年に大阪電気軌道（大軌，近鉄奈良線
の前身）が電車運行を始めると、その間に挟ま
れた片町線は大きな影響を受ける。とくに大軌
開業後は住道駅の乗客数が３分の１に減少して
いる。

その後、大軌は大正 11(1922) 年に、天満橋
筋四丁目（今の帝国ホテル大阪付近）- 蒲生 -
住道 - 寺川 - 鷲尾（後に額田）間で軌道敷設特
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図 65　昭和戦前期における片町線界隈の免特許線．森口原図作成．

許を得ている ( 図 65)。大軌四条畷
線として電車を走らせようとしたの
だ。実際、蒲生 - 寺川間では用地買
収を行い、橋梁の下部工事まで完成
させていたが、不況下である上に、
昭和 7(1932) 年に片町線電化が完成
させたこともあって、計画は宙に浮
いてしまう。一時期、京阪の蒲生信
号場付近から京阪本線や京阪梅田線
( 未成 ) に乗り入れる構想もあったが
具体化せず、昭和 17(1942) 年に特
許は失効している。予定地は大阪府
によって産業道路 ( 現・阪奈道路 )
として整備され、昭和 15(1940) 年
より大軌バスが住道大橋から大阪市
内まで乗り入れている。近鉄バスが
現在でもエリア外である阪奈道路や
梅田方面に乗り入れているのはこの
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ような経緯があるからだ ( 図 66)。
いっぽう、昭和戦前期には、様々な事業主体

が大阪東部を横断する鉄道敷設免許を取得して
いる ( 図 65)。

この中で政治的問題に発展したのは、奈良電
気鉄道 ( 現・近鉄京都線の前身 ) 小倉 - 高井田 -
玉造間と東大阪電気鉄道森ノ宮 - 奈良間の鉄道
計画である。ともに昭和 4(1929) 年、時の政友
会田中義一内閣が張作霖爆殺事件で瓦解する政
治的不安定な時期に免許が行われた。競合路線
の出現を恐れた京阪と大軌は、免許権を持つ両
グループに接触し、少しでも権益に関わろうと
画策する。しかし、民政党に政権交代した後、
その過程の不透明さが追求され、疑獄事件に発
展し、前職の鉄道大臣や奈良電社長たちが拘留
される事態に発展した。戦前の日本政界で大臣

図 66　城東区今福の城東運河に架かる「大喜
4 4

橋」．大軌
4 4

四条畷線城北運河橋梁が戦後に道路橋として転用された．
森口撮影．

の許認可権限が裁かれる初のケースとなった。
もちろん両計画とも実現しないまま失効してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　（森口誠之）

表 1　中・北河内地域とその周辺の鉄道計画．森口作成．

鉄道会社 動力 軌間(mm) 距離(km) 区間 免許日 失効日 備考
関西鉄道 私設 1067 大住(長尾)-八幡 1896.5.16 -.-.- 1894.9仮免許，1897城河鉄道より譲受 

私設 1067 玉造-放出 1907.2.23 -.-.-
私設 1067 長尾-新田 1907.2.23 -.-.-

河内鉄道 私設 1067 四条畷-八尾-柏原 -.-.- -.-.- 1897.7.6仮免許，1901年度失効
大和鉄道 私設 1067 四条畷-奈良 1899.4.10 -.-.- 1897.9.16仮免許
京阪鉄道 私設 1067 天満橋-枚方-二条 -.-.- -.-.- 1899.3.15仮免許
参宮鉄道 軽便 1435 42.1 天王寺村牛逐畑-奈良県三輪町 1913.3.8 1915.7.12
生駒山軽便鉄道 軽便 1067 20.9 柏原-門真 1911.2.17 1913.9.12
東大阪軽便鉄道 軽便 1067 6.0 甲可村(四条畷)-友呂岐村(寝屋川) 1912.1.27 1913.9.12 一部1913.08.23免許

軽便 1067 14.4 柏原村-泉北郡向井村 1912.1.27 1913.9.12 一部1913.08.23免許
近畿日本鉄道 電気 1067 12.7 堺-古市 1920.3.20 1991.2.15 旧南大阪電気鉄道･大阪鉄道 堺線 

電気 1067 2.1 高安山-信貴山門 1928.1.24 1957.3.12 旧信貴山電鉄山上線(1944年休止)復活
電気 1435 33.7 近鉄小倉-高井田-大阪市中道(玉造) 1929.6.26 ■1967年度 奈良電大阪延長線, 工施認可時にルート変更

大阪電気軌道 電気 1435 5.0 信貴山口-枚岡 1928.1.24 1937.8.27 近鉄信貴線(山本-信貴山口)の延長
軌道 1435 16.8 国分-郡山 1921.9.23 1937.11.16 近鉄大阪線(上本町-国分-中川)の支線
電気 1435 10.4 玉造-中河内郡大戸村(東大阪市石切) 1922.7.7 1934.6.24 ライバルの旧城東電気鉄道を傘下に
電気 1067 3.0 中河内郡大戸村(東大阪市石切)-村内辻子越 1922.7.7 1934.6.24 旧生駒登山鋼索鉄道･城東電鉄

関西急行鉄道 軌道 1435 0.3 天満橋筋四丁目-寺川-額田 1922.6.28 1942.5.27 特許時は鷲尾          
軌道 1435 6.4 天王寺勝山３(寺田町付近)-八尾町(久宝寺口) 1929.7.1 1944.2.29 旧大阪信貴電気鉄道･大軌
軌道 1435 2.8 黒門町(玉造)-布施 1922.6.28 1942.9.3

大阪鉄道 電気 1067 21.6 柏原-寝屋川 1922.10.16 1935.12.29 道明寺線(道明寺-柏原)の延長 
信貴山電鉄 鋼索 1067 1.0 信貴山門前-信貴山 1928.1.24 1931.12.7 後の近鉄西信貴ケーブルの未成区間
京阪電気鉄道 軌道 1435 1.5 大阪市北区空心町-区内東野田町 1910.9.15 1919.1.21 京阪の都心部延長線

軌道 1435 30.4 野江-友渕-大山崎-淀 1917.7.21 1922.4.24 新京阪線の原型 
電気 1435 3.2 上新庄-城北村赤川(旭区) 1922.4.24 1942.9.25 新京阪上新庄から分岐の梅田延長線
電気 1435 2.4 城北村赤川-中野町(桜ノ宮) 1922.4.24 1942.9.25 京阪･新京阪の梅田延長線
電気 1435 1.5 中野町-梅田(葉村町) 1922.4.24 1942.9.25
電気 1435 0.8 梅田(葉村町)-阪急梅田駅付近(角田町) 1928.8.7 1942.9.25 角田は梅田の阪急百貨店付近 
軌道 1435 2.9 森小路-赤川-城北村友渕(都島区) 1919.5.16 1942.9.26 京阪の梅田･城北延長線
電気 1435 0.6 連絡線(城北線と梅田線の赤川での接続) 1922.4.24 1942.9.25
軌道 1435 0.8 城北村友渕-北長柄(北区) 1919.12.20 1942.9.26 京阪の天六延長線 
軌道 1435 0.4 北長柄-川崎町(北区天六) 1919.12.20 1926.10.27 同上 

信貴生駒電鉄 電気 1435 2.7 北河内郡交野村-星田村(交野市) 1928.7.3 1936.1.25 信貴電(枚方-交野-私市)片町線直通
交野電気鉄道 電気 1435 9.3 私市(交野市)-奈良県生駒 1920.9.7 1942.1.21 京阪交野線(旧信貴電 枚方-私市)延長
奈良急行自動車 電気 1435 32.6 大阪市東成区森町(森ノ宮)-奈良市下三条通 1929.6.26 1936.7.24 旧東大阪電気鉄道，京阪系
箕面有馬電気軌道 軌道 1435 4.0 大阪市北区角田(梅田駅)-東成郡榎並村(京阪野江) 1909.2.3 1917.5.17
南海鉄道 軌道 1435 9.8 平野-柏原 1921.6.7 1935.9.13 南海平野線(今池-平野)の延長

［原典］森口誠之(2001)『鉄道未成線を歩く　私鉄編』JTB　
動力:  [私設] 私鉄鉄道法による鉄道線(仮免許のものも含む) [軽便] 軽便鉄道法による鉄道線 [電気] 地方鉄道法による電車線 [鋼索] 地方鉄道法によるケーブル線 [軌道] 軌道法による電車線．
軌間:  尺･寸はmmに置き換えた．　距離: 1926年度以前はマイル法で記載されているので，メートル法に置き換えている(１哩→1.609km)．
区間:  ｢鉄道統計年報｣に準ずる．ただし，県や郡の表記を簡略化している．既存線がある場合，その駅名を借用している．
免許日･失効日:  ｢鉄道統計年報｣に準じる．1948年以前は失効事項の官報掲載日．1948年以降は許可日．
「鉄道統計年報」｢鉄道要覧｣及び両誌の前身となる各誌各号の掲載資料，「日本国有鉄道百年史」４巻，「官報」などをもとに作成．ただし，各文献や官報でも，誤植や記入漏れ，記載事項の変更が多々
あるため，別資料によって補えるものはそのたび訂正し，増補を行った．それでも元資料から判明できなかった箇所，不明な問題点が残った部分には｢■｣を付した．地方鉄道法は，専用軌道を持つ普通鉄
道線(鋼索鉄道なども)を対象としており，運輸省(かつては鉄道省)が免許監督を担当した．軌道法は，道路と併用軌道を持つ軌道線(路面電車など)を対象とし，運輸省のほかに，建設省(かつては内務省)が特
許・監督を担当した．専用軌道を持つ鉄道でも鉄道線(京阪，大軌，大阪市営地下鉄など)の一部は軌道法で特許されている．
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コラム③　城東貨物線とおおさか東線
東大阪市西部を南北に縦断する城東貨物線 ( 吹田 -

放出 - 平野間 ) の一部が旅客化され、平成 20(2008)
年 3 月から、おおさか東線として放出 - 久宝寺間で電
車が走るようになったのは記憶に新しい ( 図 67)。

片町線の支線である城東貨物線北線吹田 - 放出間が
開業したのは昭和 4(1929) 年のことである。南線放
出 - 平野間は昭和 6(1931) 年、八尾 ( 竜華 ) への短絡
線は昭和 14(1939) 年に開業する。

大阪環状線の前身である城東線大阪 - 京橋 - 天王寺
間の旅客線化、そして高架・電化する計画が浮上して
おり、その代わりに大阪市周縁を迂回する貨物専用線
が必要とされていた。東海道本線の貨物拠点である吹
田操車場と大阪府南部の竜

りゅうげ
華操車場を結ぶ重要な役割

を果たすことが期待された。しかし、貨物線を走るの
は蒸気機関車牽引の貨物列車のみで、沿線にはあまり
メリットがない。旅客列車の運行を求める要望は戦前
の布施市発足の頃から出ていた。

戦後、昭和 27(1952) 年に城東貨物線客車運行促進
同盟会が発足し（後に城東貨物線電化客車運行促進連
盟に改組）、衆参両院に請願書を提出している。その
後、昭和 33(1958) 年に都市交通審議会が発表した将
来構想の中で、城東・阪和貨物線の旅客化が盛り込ま
れた。国鉄はその先駆けとして国鉄バス東大阪線吹田
- 鴻池新田 - 八尾間の運行を始めている ( 図 68)。また、
昭和 40(1965) 年から始まった第三次長期計画の中で
新大阪 - 放出 - 加美 - 杉本町間の複線電化が取り上げ
られ、昭和 44(1969) 年度の電車運行が目標とされた。
大阪外環状線構想の始まりである。新大阪・西吹田駅
予定地付近で用地買収が行われ、貨物線と中央大通が
交差する東大阪市内区間が高架化されたときには将来
の複線化を考慮した設計とされたが、旅客化のための
複線・電化などの工事は見送られた。昭和 56(1981)
年になって大阪外環状線新大阪 - 放出 - 加美間の工事
がようやく着手されたが、その翌年に国鉄改革の絡み
で凍結される。

その後、東大阪市などが出資する第３セクター会
社大阪外環状鉄道の手で工事が再開され、ＪＲおおさ
か東線として放出 - 久宝寺間が部分開業するのは平成
20(2008) 年になってからである。残る新大阪 - 放出
間の早期本格着工が期待されているが、大阪府や関連
自治体の財政難に加えて、鴫野駅付近での用地買収の
遅れ、新大阪駅付近での建設設計の変更をめぐって結
論が出ていないため、本格着工の見込みは立っていな
い ( 図 69)。　　　　　　　　　　　　　( 森口誠之 )

図 67　おおさか東線が開業した平成 20 年３月 15
日早朝の久宝寺駅。放出行き一番電車がまもなく発車
する．森口撮影．

図 68　国鉄バス東大阪線開通時の鴻池新田駅．紅白
の横断幕に「祝バス開通」の文字がみられる．昭和
33 年．吉田 登氏撮影．

図 69　城東貨物線淀川橋梁 ( 赤川鉄橋 ) を行く貨物
列車．都島信号場跡 ( 都島駅予定地 ) の北側で淀川を
跨ぐ．昭和４年の開業時から複線対応だったが線路は
単線分のみ．東側は歩行者・自転車専用の市道になっ
ている．森口撮影．
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コラム④　ぼくと片町線 (1)
僕が片町線の沿線に引っ越ししてきたのは昭和 55 

(1980) 年、小学３年生の時。「面白味のない路線だなあ
……」というのが当時の正直な感想だった。オレンジの
１０３系と１０１系が走るだけで、しかも日曜日は１時間
に２本しか電車が来ない。物心ついた時から京阪電車を間
近で見続け、ブルートレインブームの影響で鉄道少年と
なった僕にとって、片町線は刺激に乏しかった。それでも
自宅の徒歩圏内には片町線しかないんだから、そこで楽し
みを見つけるしかない。なんで、休みになると、片町線を
使った「旅」に出かけた。探すと、興味深い案件はいろい
ろあるんですよね。

まずは、片町駅の不思議。僕らの家族も含めてほとん
どの客は京橋駅で降りるんだけど、終点はもう一つ先にあ
る。どんな駅なんだろうか……と気にはなるのだけど、片
町駅に用事は何もない。そもそも駅の界隈に何があるのか
も知らない。ある日、京橋で降りず、そのまま車内ただ１
人の客となって終着駅に向かってみた。片町まで 500m
だから１分ほどで到着。ターミナル駅っぽい頭端式ホーム
と、お豆腐のような小さな駅舎が待ち受けていた。改札を
出たのは僕も含めて５人ほど。改札を出て周囲を歩いてみ
たが、これと言って特筆すべきものが何もない街だった。
そして、なんで片町は存在するのだろうと言う新たな疑問
をもって、僕は再び無人の片町発始発電車に乗り込んだ。

反対側の長尾駅から先も興味深かった。１０１系を降り
ると、１番線に気動車が待ち受けている。コトコトと回転
するエンジン音と、プーンと駅構内に漂う軽油の匂い。ま
だ最新型だったキハ４０がそこで待っている ( 図 70)。し
かも、わずか１両編成。ガラガラの車内に乗り込み、非冷
房なんで窓を全開する。

発車してしばらくすると、小高い丘が見えて古ぼけたレ
ンガ積みのトンネルに差し掛かる。ここは日常と非日常が

交わる結界だ。その先、住宅街と竹やぶが混在した妙な風
景が続く。後に松井山手駅が設置される付近はまだ農村的
な雰囲気を色濃く残していた。片町線の境界の向こう側に
広がるローカル線然とした匂いに惹きつけられていく。

やがて、無人で短いホーム１本だけの大住駅。天井川を
潜ると、次は田辺駅。駅員さんがホームに立ってタブレッ
ト交換をしている ( 図 71)。並走する近鉄京都線の電車に
次々と追い抜かれながら、ホーム１本の無人駅をこまめに
停車。終点木津駅で列車を降りると、前時代的なホームに
は蒸気機関車の香りが残っている。外れには貨物ヤードが
広がる。カメラを持ってこなかったことを悔いた。

それから片町線の沿線を歩き回った。京橋の淀川貨物
線、鴫野の城東貨物線、放出の貨物ヤード、徳庵の近畿車輛、
住道の高架化工事、星田の軍用線……と、片町線の駅に降
りるたびにそれなりの「発見」があった。京阪や近鉄の社
史、郷土史料、鉄道趣味本を繰ると、地味で目立たないな
がらも片町線のいろんな過去に触れることができた。鉄道
だけでなく、沿線の地理や歴史にも目を配るようになった。
なんともない日常的な風景でも、少し足を伸ばせば、少し
視点を変えれば、少し本を開けば、まだまだ未知の素材は
転がっているはず。そうした様々な体験が僕を１人の鉄道
マニアへと成長させてくれることにもなった。

今年（平成 22 年）は、片町線開業 115 周年の年である。
僕が初めて片町線に触れて 30 年となるが、電車に乗るた
びにそれなりに発見がある。今は離れた場所で住居を構え
ているが、実家に帰るべく京橋駅で環状線を降りて片町線
ホームへ向かうと、木津行きの２０７系快速がそこそこの
お客さんを乗せながら僕を待っている。今日は何か面白い
発見があるかな。そんな想いと共に、視線は窓の外へと向
かう。

( 森口誠之 )

図 70　長尾駅で連絡する１０３系とキハ４０．非電
化時代，京都府側の運転本数は昼間２時間に 1 本程
度だった ( 昭和 57 年 )．森口撮影．

図 71　田辺駅で行き違いをするキハ３５とキハ５８．
ＪＲ化された後もタブレット交換は続けられていた
( 昭和 63 年 )．森口撮影．
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片 町 線 年 表
(1893)

6.29 浪速鉄道設立　片町-四条畷間の免許請願
8.12 城河鉄道発起人会開催．四条畷-八幡間の免許敷設申請

10.28 浪速鉄道が仮免許を取得
10月 城河鉄道が申請区間を四条畷-菅原-八幡・木津間に変更
27年 (1894)
1月 関西鉄道臨時総会で木津から大阪への延長決定
2.15 浪速鉄道が片町-四条畷間の本免許を取得
4.20 浪速鉄道が第１回通常株主総会を開催，北浜に本社
6.1 浪速鉄道に逓信大臣の許可．軌間は1067mmに変更
9月 城河鉄道が仮免許を取得．
10.5 浪速鉄道が四条畷で起工式
28年 (1895)
1.28 関西鉄道が柘植-加茂-大仏間の免許取得
7.14 浪速鉄道で試運転開始
8.22 浪速鉄道が片町-四条畷間を開業．１日10往復．片町・放

出・徳庵・住道・四条畷駅が開業
10.17 大阪鉄道梅田線玉造-大阪駅間開業．京橋駅が開業(浪速鉄道

には京橋駅未設置→M45.4.21にホーム設置)
29年 (1896)
3.13 奈良鉄道が玉水-木津間を開業．木津駅が開業
5.1 野崎駅が仮停車場として設置(5.10まで．その後は不詳)
5.16 城河鉄道が四条畷-大住-八幡・木津間の免許取得
7.1 浪速鉄道が臨時株主総会で関西鉄道に免許譲渡を決める
7.4 関西鉄道が浪速鉄道・城河鉄道と免許譲受契約
30年 (1897)
2.9 関西鉄道が浪速鉄道から営業権と車両を継承
2.19 浪速鉄道解散
2.26 城河鉄道解散
5月 関西鉄道が新木津-木津間の免許取得
31年 (1898)
3.10 関西鉄道が新木津-加茂間の免許取得
3.25 関西鉄道が網島-寝屋川間の免許取得
4.12 関西鉄道が四条畷-長尾間を開業．津田・長尾駅が開業
4.19 関西鉄道が加茂-大仏間を開業
5.28 関西鉄道が長尾-新木津間で試運転開始
6.4 関西鉄道が長尾-新木津間を開業．田辺・祝園・新木津駅が

開業
9.16 関西鉄道が新木津-木津間を開業
11.8 関西鉄道が寝屋川-放出間を開業(寝屋川は実態的に本線との

連絡所か)
11.18 関西鉄道が網島-放出間，新木津-加茂間を開業．網島駅が開

業．網島機関庫設置．四条畷経由で名古屋-大阪網島間が完
成したことにより，６往復の直通運転開始．片町-放出間の
旅客営業廃止(貨物線化)で片町駅は貨物専用駅．寝屋川連絡
所が開設

11月 陸軍大演習の際に網島経由で桜ノ宮に連絡
12.4 名古屋-網島間の全通式を網島駅で挙行
32年 (1899)
2.13 関西鉄道が網島-桜ノ宮間の免許を取得
5.1 野崎駅が仮停車場として設置(5.15まで．その後も存置され

た模様)
5.21 関西鉄道が大仏-奈良間を開業
33年 (1900)
4月 関西鉄道が大阪鉄道と譲受契約を締結
6.6 関西鉄道が大阪鉄道の権益を譲受(買収)
9.1 関西鉄道は名阪直通列車を四条畷経由から大仏・奈良経由

に変更．網島-四条畷-加茂間(網島線．後に桜宮線)はローカ
ル化

34年 (1901)
2.5 関西鉄道は新木津-木津間の営業を休止

12.21 関西鉄道が網島-桜ノ宮間を開業．梅田線との連絡開始
36年 (1903)
2.8 関西鉄道が奈良鉄道の権益を譲受(事実上の買収)
38年 (1905)
1.1 関西鉄道は片町-放出間の旅客営業再開
39年 (1906)
3.31 鉄道国有法が公布

12.12 関西鉄道は国有化対象からの除外を申請
40年 (1907)
2.23 関西鉄道は放出-玉造間，長尾-新田間の免許を取得
8.21 関西鉄道が加茂-木津間を開業．新木津-木津間営業再開．加

茂-新木津間使用停止．加茂-大仏-奈良間使用停止．新木津
駅が廃止(休止?新木津給水所設置?)

10.1 関西鉄道が国有化．片町線などは帝国鉄道庁西部鉄道管理
局の所属

41年 (1908)
11月 大仏線加茂-大仏-奈良間が廃止
12.5 帝国鉄道庁が廃止され，鉄道院を設置．
42年 (1909)
10.12 木津-放出-桜ノ宮間が桜宮線，放出-片町間が片町線と正式

に呼称

43年 (1910)
4.15 京阪電気鉄道が天満橋-五条間を開業
5.19 網島機関庫・加茂機関庫が設置
44年 (1911) (1934)

(1935)

(1936)

(1937)

(1938)

(1939)

(1940)

(1941)

(1943)

(1944)

(1945)

(1947)

(1948)

(1949)

(1950)

(1951)

(1952)

(1953)

(1955)

(1957)

(1958)

8.29 新木津駅が廃止(異説あり)
45年 (1912)
1.21 蒸気動車ホジ6005が網島機関庫に配置
4.21 ホジ6005が四条畷-網島・片町間で運転開始．鴻池新田・新

喜多駅が開業．野崎仮停車場→野崎駅に．城東線京橋駅高
架下に片町駅京橋口乗降場が設置(片町駅構内扱い)．

大正2年

明治26年

昭和2年

(1913)
6.1 鴻池新田で一般運輸営業開始

11.15

4.30

桜宮線放出-桜ノ宮間廃止．網島駅・寝屋川連絡所が廃止．
木津-片町間が片町線に名称変更．放出-中野連絡所間に支線
開業して連絡所で城東線と接続(実質的に旧桜宮線のルート
変更)．片町駅京橋口乗降場が廃止され，片町線京橋駅とし
ての取扱に変更

3年 (1914)
5.1 網島機関庫が廃止．湊町機関庫放出分庫が設置

大阪電気軌道が上本町-奈良間を開業

４年 (1915)
7.27 放出機関庫設置
7月 城東貨物線の建設が決まる
5年 (1916)

12.11 新喜多駅が廃止
7年 (1918)
2.19 沿線21町村が片町線電車併用ノ儀ニ付請願を提出
9年 (1920)
5.15 鉄道院が廃止，鉄道省が発足
10年 (1921)
2月 京阪電気鉄道が，片町線片町-木津間を３線式にして汽車と

電車を併用する旨を鉄道省に請願．長尾-新田間で免許申請
11年 (1922)
4月 片町-四条畷間の電化決定(後に凍結)
12年 (1923)
9.1 湊町機関庫放出分庫が奈良機関庫放出分庫に改称
-.- 城東線中野信号場が廃止(片町線と連絡中止?)
14年 (1924)
10月 城東貨物線吹田-放出間着工

(1927)
6月 長尾駅に新設した側線を使って城東貨物線の盛土の土砂採集

開始
8月 京阪が片町線乗り入れ計画の申請
12.1 片町線放出・京橋-淀川間が開業(淀川貨物線)．淀川駅が開業

(貨物専用)
12.26 京阪が片町線乗り入れ計画の承認を受ける．京阪が木津-片

町間の三線化と電化，一部複線化の工費負担し，京阪蒲生・
野田橋駅付近で片町線と連絡．電車運行(実現せず)

4年 (1929)
1月 城東貨物線放出-平野間が着工
3.11 城東貨物線が片町線の支線となることが決定
3.15 片町線放出-吹田間が開業(城東貨物線北線)．巽・千里信号場

設置
5年 (1930)
-.- 第59帝国議会で片町線と城東線の電化が決定
6年 (1931)
1.9 鉄道省が片町線片町-四条畷間と城東線の電化を決定
6.1 城東線猫間信号場開設．城東線・淀川貨物線と砲兵工廠と

の分岐点
7.8 関西本線に正覚寺信号場設置

8.10 片町線淀川-平野間が開業(城東貨物線南線)．関西本線と正覚
寺信号場で連絡．放出-吹田間が開業(実質的に城東貨物線北
線と放出駅の短絡線開設)．巽信号場移設

8.20 大阪附近省線電化の挙行式を四条畷駅で開催
8.27 片町線と城東線の電車運転計画に鉄道大臣の決裁
10.3 片町-四条畷間の電化工事に着手

12.11 淀川駅構内で電車庫工事に着手
7年 (1932)
7.8 千里信号所が廃止(東海道線と貨物線の接続点)
8.16 淀川-京橋・放出間の電化工事に着手
10.1 京橋変電所が開設
10.2 淀川電車庫が開設
11.1 鴫野信号場が開設

11.24 片町-四条畷間の電化完成．試運転開始
12.1 片町-四条畷間で電車の営業運転開始．奈良機関庫放出分庫

廃止
8年 (1933)
2.16 城東線大阪-天王寺間で電車の営業運転開始
2.26 片町-四条畷間の全旅客列車が電車に置換
3.1 淀川電車区内に「省電始元之碑」建立
4.1 吹田-放出-平野間団体列車による旅客運輸開始(城東貨物線の

最初の旅客列車)
5月 奈良機関庫にガソリンカーが配置

6.17 奈良-木津-四条畷間でガソリンカーの営業運転開始
7.1 片町線の旅客列車の無煙化達成
9.1 鴫野駅が開業．鴫野信号場が廃止
9年
4.21 鴫野-片町間の信号が自動閉塞化
7月 吹田-放出間が電化
10年
6.28 四条畷-鴫野の信号が自動閉塞化
9.20 巽-吹田操車場間の信号が自動閉塞化
12.2 河内磐船駅が開業．同日開業の信貴電磐船駅と駅舎共有
-.- 祝園-川西火薬庫間の軍用側線開設

11年
-.- 津田-禁野火薬庫の軍用側線開設
12年
8.1 電車区間で終日２両運転
13年
10.1 竜華操車場が開設
14年
3.1 禁野火薬庫が爆発して死者95人．軍用側線不通

10.15 片町線放出-八尾間が開業(実質的に城東貨物線南線と竜華操
車場の短絡線が完成)．竜華機関庫設置．正覚寺信号場廃止
(城東貨物線平野方面路線は実質的休止?)

15年
1.15 放出-八尾間団体列車による旅客運輸開始
12.20 混雑時に一部で４両運転開始
16年
7.25 正覚寺信号場再開(城東貨物線平野方面路線が再開?)
9.21 星田-香里弾薬庫間の軍用側線開設
18年
10.1 蛇草・都島信号場開設

11.11 鉄道省が廃止，運輸逓信省が発足
19年
6.18 ガソリンカー運行休止．蒸気列車に置換
10.1 禁野側線で関係者の輸送開始
20年
5.15 運輸逓信省が運輸省に改組
6.7 淀川電車区と淀川・片町駅が空襲で被災．電車21両が全焼
6.8 電車不足で運転本数大幅減
6.26 淀川-京橋間で空襲で被災
8.14 大阪大空襲で京橋駅界隈が壊滅的被災．京橋駅爆破で死者

・行方不明者多数．淀川・片町-放出間が不通
8.23 不通区間で運転再開
11.20 ダイヤ改正．運転本数減
22年
2.27 陸軍香里工場で撤去輸送開始
23年
2.12 運輸省に四条畷-長尾間電化の上申書を提出
10月 片町線電化期成同盟会が設立
24年
4.15 四条畷変電所が開設
6.1 日本国有鉄道が発足
25年
6.27 朝鮮戦争に備えてＧＨＱ指令により田辺発の火薬輸送用配車
8.1 鉄道管理局が発足．片町線と城東貨物線北線は大阪鉄道管

理局，城東貨物線南線は天王寺鉄道管理局の所属
8.14 運輸省で四条畷-長尾間電化工事が許可
9.22 四条畷-長尾間の電化工事に着手

12.17 四条畷-長尾間で試運転開始
12.25 四条畷-長尾間で電車の営業運転開始
26年
11.10 奈良-木津-長尾間で気動車の運転開始
27年
3.20 片町線複線化期成同盟会が発足
9.1 阪和貨物線八尾-杉本町間が開業．竜華経由で城東貨物線と

連絡
11.8 関西国電二十周年記念式典が淀川電車区で挙行
12.1 西木津・下狛・上田辺・大住駅が開業
12.4 城東貨物線客車運行促進同盟会が発足

12.24 混雑時に一部で５両運転開始
28年
5.1 忍ヶ丘駅が開業
30年
1.25 鴫野-片町間で複線化運転開始
2.1 ダイヤ改正で終日４両編成化．放出-片町間の小運転開始
32年
1.4 日本国有鉄道関西支社が発足
33年
3.28 都市交通審議会答申３号．尼崎-吹田-放出-加美-杉本町間な

ど国鉄貨物線の旅客化，片町線片町-天満橋間の延長が答申
路線に

6.1 国鉄バス東大阪線吹田駅前-鴻池新田駅前-八尾駅前間などで
運行開始
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12.6 城東貨物線客車運行促進同盟会が，城東貨物線電化および
客車運行促進同盟会に改称

34年
1.26 混雑時に一部で５両運転再開
35年
10.1 淀川電車区森ノ宮派出所開設
36年
4.1 森ノ宮電車区開設
4.25 城東・西成線が改称して大阪環状線となって変則環状運転開

始．片町線京橋-淀川間廃止(淀川電車区電車の行き来は
S60.3.13まで継続)．玉造駅貨物取扱中止により京橋-玉造間
単線の使用停止

12.10 正覚寺信号場廃止(平野駅に統合)
37年
11.18 片町線に101系を試験的に投入
38年
3.29 都市交通審議会答申７号．大阪外環状線新大阪-加美-杉本町

間が答申路線に
10.1 関西本線平野-百済駅間開業，百済駅が開業
12.5 放出発着を除く全列車の５両編成化
39年
7.1 旧鴫野信号場付近の渡り線廃止
7.13 鴫野駅上り線高架化
11.5 鴫野駅下り線高架化
40年
1.26 国鉄第三次長期計画が発表．大阪外環状線は1969年度に新

大阪-杉本町間で電車運行
3月 四条畷-放出間複線化工事着手

12.28 長尾-四条畷間の信号が自動閉塞化
41年
3.25 全列車の５両編成化
44年
2.27 四条畷-住道間で複線化運転開始
3.22 住道-徳庵間で複線化運転開始．鴻池新田駅付近で高架化完

成
3.25 徳庵-放出間で複線化運転開始
4.1 竜華操車場の入換が全機ＤＬに．無煙化達成
4.5 ダイヤ改正．四条畷-片町間複線化により全面的変更
4.25 吹田操車場の入換が全機ＤＬに．無煙化達成．竜華-吹田-新

鶴見間でフレートライナー(コンテナ列車)が運転開始
10.1 城東貨物線でＤＤ５１牽引列車の運転拡大
45年
3.15 放出-蛇草信号場間で単線高架化完成
8.30 日本国有鉄道関西支社廃止
10.1 片町-四条畷間15分毎に増発．所要時間の短縮．放出-片町間

と片町駅の貨物営業廃止
46年
3.25 城東貨物線の牽引機が全機ＤＬに．無煙化達成
4.26 朝通勤時に運転間隔が最短４分毎に増発
12.11 都市交通審議会答申13号．大阪外環状線新大阪-加美-杉本町

間，片福連絡線京橋-尼崎間が答申路線に
12.26 京橋駅下りホーム完成．上下の乗降ホーム分離
47年
4.1 放出-木津間の牽引機が全機ＤＬに．無煙化達成
11月 長尾-四条畷間複線化工事着手
48年
7.1 木津-放出間の貨物列車が全廃．線内では放出・淀川駅で貨

物取扱継続

49年
10.1 片町線全線で自動車による小荷物扱い開始
50年
1.16 片町駅電留線使用開始
11.26 スト権ストで12.4まで運行中止
51年
3.8 片町線電車の新性能化開始．旧型電車の101系への置換本格

化
52年
3.10 片町線電車101系化完了．旧型電車淘汰
3.15 新性能化によりスピードアップ
53年
6.27 101系の一部が冷房改造化
54年
7.11 103系12両の配置
7.26 片町-四条畷間でホーム６両対応化完成．103系運用開始
9.14 全列車の６両編成化
9.28 淀川電車区放出派出所使用開始
10.1 長尾-四条畷間で複線化運転開始．藤阪・東寝屋川駅が開

業．忍ヶ丘・星田・藤阪駅付近で高架化完成．通勤時・昼
間も大幅増発．長尾-片町間各駅で自動改札機の使用開始

56年
4.3 片福連絡線・大阪外環状線の工事認可申請

4.16 運輸大臣が片福連絡線京橋-尼崎間，大阪外環状線新大阪-放
出-加美間工事を認可

57年
9.24 閣議決定で片福連絡線・大阪外環状線も含めた新線工事の

凍結決定
11.15 ダイヤ改正と貨物合理化．淀川・放出・吹田間が廃止．淀

川駅が廃止され，代替で淀川信号場が設置．巽・都島信号
場が廃止．放出駅貨物取扱廃止で片町線での貨物輸
廃(徳庵のみ近畿車輛発甲種輸送の取扱継続)．

58年
3.24 放出の新電車基地の工事開始
59年
2.1 ダイヤ改正と貨物の大幅合理化．ヤード系鉄道貨物輸送の全

廃．城東貨物線減便．吹田操車場が廃止され，吹田信号場
が設置．

4月 国鉄バス東大阪線八尾駅前-鴻池新田-松下厨房器間廃止
10.1 奈良機関区廃止．木津-長尾間の気動車は亀山機関区が担当
60年
3.14 ダイヤ改正．朝ラッシュ時一部で７両編成化．朝昼夜共に運

転本数増発．淀川電車区の旧淀川駅跡より放出への移転完
了．淀川信号場が廃止．京橋・放出-淀川間の側線(旧貨物線)
の運行停止

61年
3.3 木津-長尾間で増発．全列車が２両編成化
3.25 片町-長尾間でオレンジカード使用開始
4.1 同志社前駅が開業
4.18 大阪鉄道管理局が長尾-木津間の電化方針を決定
5.18 天王寺鉄道管理局が城東貨物線旅客化推進のため団臨「わ

かくさ」号を貨物線経由で運行
10.22 全列車の７両編成化
11.1 ダイヤ改正．朝ラッシュ時増発．竜華操車場が廃止，竜華信

号場が設置．城東貨物線竜華・八尾方面の線路は事実上使
用停止．阪和貨物線などで定期貨物全廃

12.4 国鉄改革関連８法案公布
62年
2.24 住道駅下り線高架化
4.1 国鉄改革関連８法案施行．日本国有鉄道の分割民営化．西

日本旅客鉄道が片町線木津-片町間，放出-吹田・平野・八尾
間，片福連絡線片町-尼崎間，大阪外環状線新大阪-都島間な
どの第一種鉄道事業者免許を取得．日本貨物鉄道が片町線放
出-吹田・平野・八尾・徳庵間の第二種鉄道事業者免許を取
得．国鉄バス東大阪線廃止．

9.9 木津-長尾間の電化と新駅(仮称・松井ヶ丘)設置決定
11.9 「関西高速鉄道」の設立に関する片福連絡線関連４者の

トップ会談が開催
63年
2.6 木津駅にて木津-長尾間の電化工事起工式
3.13 ダイヤ改正．片町-長尾間で快速運転開始(京橋・放出・住

道・四条畷停車)．片町線に学研都市線という愛称名
られる

4.8 関西高速鉄道株式会社発起人会が発足
5.23 関西高速鉄道創立総会が開催
9.1 快速が河内磐船に停車
9.28 大住-長尾間で新線切替(記録上の営業距離短縮はH1.3.11)
10.28 ＪＲ西日本は片町-尼崎間の第一種免許を廃止．ＪＲ西日本

は京橋-尼崎間の第二種免許，関西高速鉄道が同区間の第三
種免許を取得．

平成元年
2.7 木津-長尾間で電車の試運転開始
3.3 住道駅上り線高架化
3.11 木津-長尾間で電車の営業運転開始．片町線全線電化完成．

松井山手駅が開業．松井山手-長尾間複線化．西木津駅が移
転．ダイヤ改正で大幅増発．木津・同志社前発着電車は３両
で，昼以降はそのまま片町まで直通．朝ラッシュ時と深夜は
松井山手で付属編成４両を増解結して７両

5.31 運輸政策審議会答申10号．大阪外環状線新大阪-加美間(加美
-杉本町間はカット)，片福連絡線京橋-尼崎間が答申路線に

6.19 淀川電車区の101系転属．片町線全車103系化が達成
11.9 片福連絡線安全祈願式および起工祝賀会開催
2年
3.10 木津・同志社前発着電車は４両に増結(朝ラッシュ時などは

松井山手で付属編成３両増解結して７両)．住道追越設備完
成で快速と普通の接続駅として使用開始

4.1 鶴見緑地で国際花と緑の博覧会開催．京橋・放出・徳庵が
連絡駅に

3年
2.16 片福連絡線工事にともない片町線の駅舎やホームなどが移設
4.30 207系量産先行車が片町線で運用開始
7.17 住道駅にギャレカサレス住道開店
12.16 207系２次車が片町線で運用開始
４年

3.14 ダイヤ改正で207系112両投入．快速全列車207系化で所要
時間短縮．四条畷発着電車など一部６両化

4.3 片福連絡線福島区海老江付近の工事現場で地下水噴出して国
道陥没．工事が半年中断し開業遅延の大きな原因に

6.1 ＪＲ西日本組織改革で大阪支社発足
7.28 ＪＲと関連自治体で大阪外環状線計画の新案検討．関西高

速鉄道が建設主体と想定．新大阪-久宝寺間に建設区間を変
更し，2000年開業目標

５年
6月 関西高速鉄道の株主総会で開業時期が２年程度遅れると発表
11月 大阪外環状線建設連絡協議会が設立
6年
9.23 関西学術研究都市オープン．記念に臨時快速「けいはんな」

片町-木津間に運転(土日祝運転，11.23まで)
12.3 ダイヤ改正．城東貨物線減便
7年
1.17 阪神大震災で終日運休
8.22 片町線開業百周年
８年
4月 片福連絡線の名称はＪＲ東西線と発表
9.11 淀川電車区103系が営業運転終了．全電車207系化達成
9.25 ＪＲ東西線竣工．北新地駅でレール締結式
11.21 大阪外環状鉄道が設立
12.4 ＪＲ東西線で試運転開始
12.25 大阪外環状鉄道が新大阪-久宝寺間の第三種免許，ＪＲ西日

本が同区間の第二種免許を取得
9年
3.8 ＪＲ西日本はＪＲ東西線京橋-尼崎間を開業．大阪城北詰・

大阪天満宮・北新地・新福島・海老江・御幣島・加島駅が
開業．片町線京橋-片町間が廃止．片町駅が廃止．片町線木
津-京橋間電車の多くがＪＲ東西線に直通．行先は新三田・
宝塚・西明石など．上田辺駅がＪＲ三山木駅に，田辺駅が京
田辺駅に改称．淀川電車区は組織変更により森ノ宮電車区
放出派出所に

7.28 竜華信号場が廃止．関西本線久宝寺付近ルート変更
11年
2.17 大阪外環状鉄道が都島-久宝寺間工事施行の認可
6月 大阪外環状鉄道が工事に着手
5.10 片町線で区間快速が運転開始(放出・住道・四条畷以遠各駅)
12年
3月 城東貨物線俊徳道-加美間の連続立体交差事業にかかる都市

計画決定
3.1 鉄道事業法改正で規制緩和．免許制より許可制に
13年
1.6 中央省庁再編により運輸省などは国土交通省に再編
14年
3.16 JR三山木駅付近が高架化．距離呈変更
3.23 付属編成の増解結が松井山手駅から京田辺駅に変更．快速

が星田駅に停車
12.20 大阪外環状鉄道が新大阪-都島間工事施行認可
15年
3月 蛇草信号場の使用停止
9.11 蛇草信号場が廃止
16年
6月 阪和貨物線が事実上の運転休止
17年
4.25 福知山線尼崎駅付近で同志社前行き快速が脱線事故．
19年
8.23 片福連絡線の名称はおおさか東線と発表．駅名も決定
12.2 ＪＲ西日本は放出-八尾間(ＪＲ化後は事実上休止状態)の第一

種鉄道事業者許可の廃止届出
12.29 おおさか東線放出-久宝寺間で試運転開始
20年
3.9 城東貨物線ＪＲ俊徳道付近-正覚寺信-平野間が地平仮線から

高架線に切替
3.14 321系が片町線・東西線運用にも使用開始
3.15 おおさか東線放出-久宝寺間開業．高井田中央・ＪＲ河内永

和・ＪＲ俊徳道・ＪＲ長瀬・新加美駅が開業．おおさか東
線内の普通は201・103系６両編成，直通快速は223系奈良-
久宝寺-放出-尼崎間で８両４往復運転．ＪＲ西日本は放出-
八尾間の第一種事業者許可の廃止．ＪＲ西日本は片町線支
線正覚寺信号場-平野間の第一種事業者許可を継続

22年
3.13 ホーム延伸にともない片町線全線７両編成化．京田辺駅で

の付属編成増解結中止．321系も京田辺以遠に乗り入れ開始
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コラム⑤　ぼくと片町線 (2)
「片町線は、明治 28 年 8 月 22 日に、浪速鉄道によっ

て片町と四条畷間の営業が開始されたのにはじまる。」片
町線の歴史に興味をもったのは、大阪市内の自宅から片町
線を利用して四條畷にある高等学校に通学したからであ
る。もともと鉄道が大好きだったので、電車通学は、高校
生になった喜びでもあった。
「なわこう（畷高）」とよばれていた高校には、鉄道研究

会がなかったので、社会科の高木幹雄先生に顧問をお願い
し、初代会長には一年先輩の高原正典さんになっていただ
いた。高原さんは、先頃まで大阪市城東区長を勤めていた。

鉄道研究会は、略して鉄研と通称され、文化祭に向けて
会誌「てつろ」をつくることになった。片町線の大特集で

土盛りのためにほり土をした。そこに水がたまり関西池と
よばれて、魚釣りをした話をきくことができた。

このようなオリジナルな調査をまじえて、応募論文をま
とめて提出したところ、最優秀賞をいただき、全校朝礼で
校長先生から賞状をいただき、また友人がご褒美として「Ｓ
ＬのＬＰレコード」をプレゼントしてくれた。

それで、自分が片町線のことは「日本一」詳しく知って
いると思っていたが、羽森康純・高田征洋共著や、またこ
のたびの企画に協力されている森口さんの著作ができて、
わたしの「日本一」は過去のものとなった。奇しくも森口
さんは、畷高鉄研の 21 年の後輩にあたる。

( 中村雅俊 )

図 72　片町駅のクモハ３１．昭和 43 年．小川勇氏撮影．

図 73　四条畷駅のクハ７９００２．昭和 46 年．小川勇氏撮影．

ある。片町線の歴史と、当時走っていた車
両が中心テーマであった。「てつろ」創刊
号は、いまでは懐かしいガリ版刷りで、も
ちろん手作りであった。それを、片町線の
各駅や電車区、車掌区など関係する所に持
参し、大学ノートに受け取りのサインをい
ただいた。あとになって、たまたま知り合っ
た運転士さんが「てつろ」を見て下さって
いて、よく調べたと褒めて頂いたことがあ
る。

顧問の高木先生が、片町線の歴史をもう
少し調べてみてはという。先生方のつくっ
ている、大阪府高等学校社会科研究会が生
徒の論文を募集するという。そこで、大阪
府立中之島図書館に出かけたりしてみた。
２階の階段右手奥に「大阪室」という小部
屋があり、背の高いビロードを張った椅子
が重厚な雰囲気の中で、郷土資料を閲覧し
たのが記憶に残っている。

いまでは、マイクロフィルムやネットで
見る「大阪朝日新聞」も、当時は本物のペー
ジをくって読んでいた。その時代の空気に
ふれる思いであった。

四條畷から自転車で打上集落（東寝屋
川駅のあるあたり）までいき、古老にお話
を伺った。まだ子供の頃に、明治 28 年の
開通式に四条畷駅に行ったという。大人の
人が喧嘩をしていたという記憶しか聞けな
かった。

片町駅の近くにあるガソリンスタンドの
方からは、関西鉄道が網島駅をつくるのに、


